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▲樹木葬区画イメージ図

３
月
定
例
会
よ
り

行
政
報
告
に
対
す
る
質
問

一

般

質

問

審
議
結
果
・
議
員
研
修
レ
ポ
ー
ト

朝
日
町
議
会
だ
よ
り　
２
０
２
号

（
令
和
８
年
５
月
１
日
発
行
）

2

安心して働ける職場環境の整備安心して働ける職場環境の整備樹木葬はじめます樹木葬はじめます

「町の未来を支える人づくり」を推進
　　　　    　子育て・教育分野を中心に編成
「町の未来を支える人づくり」を推進
　　　　    　子育て・教育分野を中心に編成

　
　
外
部
相
談
窓
口
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　
　
町
が
委
託
し
て
い
る
顧

問
弁
護
士
を
活
用
し
た
外
部

相
談
窓
口
で
す
。

　
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
対

策
委
員
会
の
委
員
は
ど
の
よ

う
な
人
を
想
定
し
て
い
ま
す

か
。

　
　
法
務
の
専
門
家
、
労

務
・
労
働
安
全
衛
生
の
専
門

家
、
男
女
共
同
参
画
ま
た
は

人
権
分
野
の
専
門
家
、
産
業

医
ま
た
は
心
理
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
専
門
家
で
す
。

　

令
和
８
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
前
年
度

と
比
較
し
て
９
０
０
万

円
増
の
49
億
４
６
０
０

万
円（
前
年
度
比
＋
０
・
２
％
）

と
過
去
最
大
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
及

び
企
業
会
計
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
は
、
そ
の

設
置
目
的
を
踏
ま
え
、

独
立
採
算
の
原
則
に
基

づ
き
編
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
予
算
案
に
対
し

て
、
予
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
集
中
的
な
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
樹
木
葬
の
価
格
設
定
は

ど
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
か
。

　
　
一
般
区
画
と
同
じ
平
米

単
価
と
し
つ
つ
、
区
画
面
積

を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
購
入

し
や
す
い
価
格
と
し
ま
し
た
。

近
年
は
墓
石
を
持
た
な
い
志

向
が
広
が
っ
て
お
り
、
管
理

し
や
す
い
樹
木
葬
の
需
要
を

踏
ま
え
設
定
し
て
い
ま
す
。

2
3 月定例会より3 月定例会より3 月定例会より3 月定例会より

　令和８年第１回定例会が、３月２日から１６日までの１５日間の会期で開催
されました。人事案件１件、条例制定２件、条例改正５件、補正予算７件、当
初予算７件などが提案され、慎重な審議を行いました。

議案第10号

【朝日町墓地公園の設置及び管理に関する
　　　　　  条例の一部を改正する条例案】

樹木葬区画を整備し、使用料・管理料及び
返還時の取扱いを定めるもの。

議案第19号

【令和８年度朝日町一般会計予算】

特別会計及び企業会計の予算編成については、その設置目的を踏まえ、
独立採算の原則に基づき編成されています。＜当初予算比較＞

議案第4号

【朝日町の町長等、議員及び職員の
　　ハラスメントの防止等に関する条例案】

ハラスメントを防止し、安心して働ける職場
環境の確立を目的とするもの。

一般会計
国民健康保険
介護保険
墓地公園

後期高齢者医療
水道事業会計
下水道事業会計
合　　計

49億4600万円
6億6525万円
7億1333万円

592万円 
1億8352万円
5億3732万円
10億4515万円
80億9649万円

49億3700万円
6億8411万円
6億8687万円

523万円 
1億6293万円
4億6509万円
14億8940万円
84億3063万円

900万円
▲1886万円
2646万円
69万円

2059万円
7223万円

▲4億4425万円
▲3億3414万円

※水道事業会計及び下水道事業会計の予算額は、収益的支出及び資本的支出の合計額です。

令和8年度 令和7年度 比　較

全員賛成で

可決
全員賛成で

可決

全員賛成で

可決



※円グラフは１０００万単位で表記しています。

民生費
19億5000万円
（39.4%）

教育費
7億9000万円
（16.0%）

総務費
6億8000万円
（13.7%）

土木費
4億3000万円
（8.7%）

公債費
4億3000万円
（8.7%）

衛生費
3億5000万円
（7.1%）

消防費
1億6000万円
（3.2%）

その他
1億6000万円
（3.2%）

歳 出歳 出

地方交付税
9億3000万円
（18.8%）

国庫支出金
5億6000万円
（11.3%）

その他
3億3000万円
（6.7%）

町債
1億2000万円
（2.4%）

繰入金
2億2000万円
（4.4%）

地方消費税交付金
2億9000万円
（5.9%）

県支出金
3億円
（6.1%） 町税

22億円
（44.4%）

歳 入歳 入
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令和８年度当初予算
　　一般会計総額
令和８年度当初予算
　　一般会計総額 49億4600万円49億4600万円

　
　
予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方
は
。

　
　
第
６
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、

着
実
な
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
朝
日
町
財
政
改
革
推
進

プ
ラ
ン
の
達
成
に
向
け
、
歳

出
の
抑
制
と
財
源
確
保
に
努

め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

も
、
将
来
を
見
据
え
た
必
要

な
投
資
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
資
す
る
予
算
編
成

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
投
資
的
経
費
は
十
分
確

保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
あ
さ
ひ
園
保
育
室
増
築

や
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調

事
業
の
ほ
か
、
道
路
整
備
や

雨
水
対
策
な
ど
も
含
め
、
必

要
な
投
資
は
着
実
に
進
め
ま

す
。

　
　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
支

え
る
施
策
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

　
　
子
育
て
支
援
は
重
要
な

投
資
と
認
識
し
、
で
き
る
施

策
か
ら
順
次
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
や
所
得
の
確
保

に
向
け
、
町
内
企
業
へ
の
支

援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

3
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乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）　
　　　　　  1595万１千円

乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）　
　　　　　  1595万１千円

在宅での子育て家庭に対し、育児負
担の軽減等を図るため、保育室整備
および保育士派遣等を実施する。

あさひ園保育室増築事業
　            　４３５０万９千円
あさひ園保育室増築事業
　            　４３５０万９千円

「待機児童ゼロ」に取り組むため、
不足する保育室を増築する。

あさひ園空調機器更新事業
               　１６３０万５千円
あさひ園空調機器更新事業
               　１６３０万５千円

園舎２階の空調機器を更新し、冷房
能力を強化する。

子どもの発達支援事業
                 　２３８万２千円
子どもの発達支援事業
                 　２３８万２千円

専門支援員による巡回や観察、支援
等により、気がかりな子どもの療育
環境を整える。

子育て世帯訪問支援事業
                   　４９万９千円
子育て世帯訪問支援事業
                   　４９万９千円
家事・子育て等に不安や負担を抱え
る家庭に訪問支援員が訪問し、支
援、相談、助言を行う。
　
　　子育て世帯訪問支援事業委託料
の減額について、その理由は。
　　子育て世帯訪問支援事業は、新
規事業として始めたもので、対象者
が少なかったため実績に基づいて減
額しました。

小学校体育館
バスケットボール新ルール対応事業
　　　　　　　１４９万６千円

小学校体育館
バスケットボール新ルール対応事業
　　　　　　　１４９万６千円

バスケットボール新ルールに対応す
るため、コートラインと装置の高さ
を変更する。

学童保育所運営補助事業
              　 ８１１９万２千円
学童保育所運営補助事業
              　 ８１１９万２千円
学童保育を行う団体に補助金を交付
し、児童の健全育成を支援する。

　　学童保育の充実度と予算増額の
状況についてどのように考えている
のか。
　　学童保育については1100万円
の増額を行っており、障がい児の受
入施設の増加などにより、受入体制
の充実を図っています。また、国の
補助基準に基づき、適切に予算を編
成しています。

中学校
コンテナ倉庫シャッター交換事業
　　　　　　　　　 ３５万円

中学校
コンテナ倉庫シャッター交換事業
　　　　　　　　　 ３５万円

コンテナ倉庫のシャッターが故障し
たため、修繕を行う。

バスクラリネット購入事業
　　　　　　　 ８６万５千円
バスクラリネット購入事業
　　　　　　　 ８６万５千円
部活動で必要となるバスクラリネッ
トの購入を行う。

　　中学校の備品購入費で、今回バ
スクラリネットを購入するとのこと
だが、購入数と楽器選定の考え方は。
　　今回の予算ではバスクラリネッ
ト 1点を購入します。中学校で必要
な楽器のリストを作成し、その中で
優先度が最も高いものとして、今回
の予算に計上しました。

賄材料費　　　　　　　　　　　　　　　　  ７７８７万９千円賄材料費　　　　　　　　　　　　　　　　  ７７８７万９千円
国及び県の交付金を活用。高騰する給食材料費に充当し、保護者負担を回避
する。

小・中学校体育館空調機器整備事業（設計）　　１６２５万８千円小・中学校体育館空調機器整備事業（設計）　　１６２５万８千円

小・中学校体育館空調を整備し、学習・避難環境の改善を行う。

小・中学校学習支援充実事業　　　　　　　　 １７９２万８千円小・中学校学習支援充実事業　　　　　　　　 １７９２万８千円

小・中学校に基礎学力充実講師を配置し、基礎学力の定着を図る。

特別支援教育充実事業　　　　　　　　　　　６５５９万７千円特別支援教育充実事業　　　　　　　　　　　６５５９万７千円

小・中学校に特別支援教育支援員等を配置し、支援体制を充実する。

中学生までの子ども医療費助成事業　　　　　６５５３万４千円中学生までの子ども医療費助成事業　　　　　６５５３万４千円
安心して医療を受けられるよう、中学校修了までの子どもに対し医療費助成
を行う。

   子どもの
熱中症 心配

4
令 和 ８ 年 度 の 主 な 事 業令 和 ８ 年 度 の 主 な 事 業
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多文化共生社会「やさしいにほんご」
交流推進事業　　　　　　
　　　　　　　２７２万２千円

多文化共生社会「やさしいにほんご」
交流推進事業　　　　　　
　　　　　　　２７２万２千円
「やさしいにほんご」サロン開設に
向け、ボランティアを育成する。

　　「多文化共生社会やさしい日本
語交流推進事業」のボランティアは
どのように募集されるのか。またこ
の事業の目的と設営場所はどこか。
　　ボランティアは広報等を通じて
一般の方から募集します。本事業で
は、様々な言語を母国語とする外国
人の方々が「やさしいにほんご」を
用いて気軽に交流できる場（サロン）
を開設し、日本人と外国人の交流を
深め、「やさしいにほんご」によるコ
ミュニケーションの促進を目的とす
るものです。設営場所については、
現在調整中です。
　
　　ボランティアのサポート体制は
どのようになっているのか。
　　立ち上げ支援に加え継続的な活
動が行えるよう、三重県国際交流財
団と連携し、運営面や参加者確保に
関する支援を行います。

朝日まちなみプラン推進事業
　　　　　　　１５１万１千円
朝日まちなみプラン推進事業
　　　　　　　１５１万１千円

朝日まちなみプランの各施策を推進
するため、まち歩きナビの更新を行
う。

　　朝日まちなみプラン推進事業
100万円の内容は。
　　まちなみ検討会の活動や古民家
を活用したマルシェの開催に要する
経費です。本事業は、昨年度民間企
業による補助金制度に町が申請し、
採択を受けた財源を活用して実施し
ます。

男女共同参画基本計画策定事業
　　　　　　　４４１万９千円
男女共同参画基本計画策定事業
　　　　　　　４４１万９千円

「かがやくあさひ第２次男女共同参
画基本計画」中間見直しのため、ア
ンケート等を実施する。

朝日町体育館
ウォータークーラー設置工事
　　　　　　　　２５万１千円

朝日町体育館
ウォータークーラー設置工事
　　　　　　　　２５万１千円

町体育館にウォータークーラーを設
置し、熱中症対策を図る。

教育文化施設
ビオトープ改修事業
　　　　　　　 ３５２万４千円

教育文化施設
ビオトープ改修事業
　　　　　　　 ３５２万４千円

教育文化施設内調整池兼親水公園の
ビオトープ整備を行う。

避難所生活支援物資整備事業
　　　　　　　　　１２１万円
避難所生活支援物資整備事業
　　　　　　　　　１２１万円

有事の際の避難所生活を支援するた
めの備蓄品の充実を図る。

高齢者補聴器購入費用助成事業
　　　　　　　　２８万４千円
高齢者補聴器購入費用助成事業
　　　　　　　　２８万４千円

難聴高齢者の補聴器購入費を助成す
る。

高齢者タクシー利用助成事業
　　　　　　　 ３７７万４千円
高齢者タクシー利用助成事業
　　　　　　　 ３７７万４千円

高齢者のタクシー利用を助成し、外
出支援と負担軽減、社会参加・健康
増進を図る。

特殊詐欺防止装置購入費補助事業
　　　　　　　　　　２１万円
特殊詐欺防止装置購入費補助事業
　　　　　　　　　　２１万円

特殊詐欺防止のため、録音機能付
き電話機等の購入費を補助する。

【債務負担行為】
公共施設ＬＥＤ化推進事業
　　　　　　　　　９００万円

【債務負担行為】
公共施設ＬＥＤ化推進事業
　　　　　　　　　９００万円

公共施設の照明をＬＥＤ化し、省エ
ネと維持管理費の削減を図る。

 詐欺が心配

暑さ対策で
水飲み場がほしい

5
子育て・教育  充実子育て・教育  充実
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町
長
の
行
政
報
告

行政報告に対する質問

子
育
て
支
援
の
充
実
へ

未
来
を
支
え
る

    

人
づ
く
り
に
重
点

〜
令
和
８
年
度
予
算
編
成
〜

　

第
６
次
朝
日
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
初
年
度
と

し
て
編
成
さ
れ
、
総
額
49
億

４
６
０
０
万
円
（
前
年
度
比

０･

２
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
「
町
の
未
来
を

支
え
る
人
づ
く
り
」
を
推
進

す
る
た
め
、
子
育
て
、
教
育

分
野
に
約
31
億
円
を
計
上
し
、

全
体
の
約
60
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

朝
日
町
で
は
３
月
定
例

会
の
み
行
政
報
告
に
対
す

る
質
問
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
回
は
２
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
健
闘

　

２
月
15
日
に
第
19
回
美
し

国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
入
賞
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
全

員
が
力
走
し
、
一
本
の
タ
ス

キ
を
最
後
ま
で
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

増
築
後
の
施
設
を
活
用
し
て

秋
頃
か
ら
開
始
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
園
に
お
い
て
０
歳

児
の
入
園
希
望
者
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
８
年
秋

頃
を
目
途
に
保
育
室
の
増
築

を
行
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
４

月
か
ら
申
込
受
付
を
開
始
し
、

地域自治に対する期待は
後期基本計画の実施

答　情報共有・連携強化など取り組み支援は重要です

議
員　

５
つ
の
基
本
目
標

が
示
す
ま
ち
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
今
後
５
年
間
で

求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。

町
長　

５
つ
の
基
本
目
標

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

互
い
に
関
連
し
な
が
ら
町

の
発
展
を
支
え
る
も
の
と

考
え
、
今
後
５
年
間
の
後

期
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、

子
育
て
・
教
育
分
野
に
偏

る
こ
と
な
く
、
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

議
員　

地
域
自
治
に
対
す

る
考
え
は
。

町
長　

こ
れ
か
ら
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
や
地
域
の
諸
団

体
に
「
今
ま
で
以
上
に
主

体
的
に
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
」
の
重
要
性
が
高
ま

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

朝
日
町
な
ら
で
は
の
強
み

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

の
声
を
丁
寧
に
伺
い
、
地

域
と
行
政
が
協
働
す
る
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

町
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図

る
と
共
に
、
課
題
解
決
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

山本　順一 議員
やまもと　  じゅんいち
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▲美し国駅伝スタート ▲朝日町代表チーム

町民同士の絆とふるさと愛の醸成は
美し国駅伝大会による「ふるさと愛の醸成」

答　郷土への愛着を深め、地域のつながりが
　　広がるものと考えます

議
員
　
監
督
・
コ
ー
チ
・

選
手
の
方
々
の
選
出
は
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
実

績
、
そ
し
て
選
手
と
の
信

頼
関
係
や
人
柄
を
踏
ま
え

選
出
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
合
宿
等
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
育
成
を
含
め
た

取
組
は
。

教
育
長　

出
場
し
た
選
手

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

選
考
会
時
期
の
前
倒
し
、

合
同
練
習
会
を
増
や
す
な

ど
取
り
組
み
ま
し
た
。

議
員
　
次
回
に
向
け
た
反

省
会
や
慰
労
会
等
の
実
施

は
。

教
育
長　

現
在
、
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
選
手
の
保
護
者
の

協
力
は
。

教
育
長　

当
日
は
小
中
学

生
の
選
手
の
付
添
、
合
同

練
習
時
の
送
迎
等
、
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

仲　義隆 議員
なか　　よしたか

物価高騰による光熱水費
負担の軽減のため、水道
料金（基本料金）を減免
し、町民生活と事業継続
を支援する。

水道料金（基本料金）減免支援事業
　　　　　　　　　　４０３８万９千円
水道料金（基本料金）減免支援事業
　　　　　　　　　　４０３８万９千円

水道料金（基本料金）減免支援事業
　　　　　　　　　　４０３８万９千円

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金事業の内容

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金事業の内容

中学校給食における賄材料費の価格上昇分に交
付金を充当し、給食費値上げの抑制を図る。

公立中学校給食における食品価格等の
物価高騰支援事業　　 ５００万１千円
公立中学校給食における食品価格等の
物価高騰支援事業　　 ５００万１千円

公立中学校給食における食品価格等の
物価高騰支援事業　　 ５００万１千円

物価高騰対策として、全町民に5,000円分のギ
フトカードを配布し家計負担を軽減。

朝日町生活者応援事業
　　　　　　　　　　  ５９２８万４千円
　　　　　　　　　（Ｒ7年度１月補正計上）

朝日町生活者応援事業
　　　　　　　　　　  ５９２８万４千円
　　　　　　　　　（Ｒ7年度１月補正計上）

朝日町生活者応援事業
　　　　　　　　　　  ５９２８万４千円
　　　　　　　　　（Ｒ7年度１月補正計上）

令和７年度給食賄材料費の価格上昇分に交付金
を充当し、給食費を据え置く。

公立学校等給食における食品価格等の
物価高騰支援事業（令和７年度下期分）　
　　　　　　　　　　　 ２９６万７千円
                                （Ｒ7年度３月補正計上）

公立学校等給食における食品価格等の
物価高騰支援事業（令和７年度下期分）　
　　　　　　　　　　　 ２９６万７千円
                                （Ｒ7年度３月補正計上）

公立学校等給食における食品価格等の
物価高騰支援事業（令和７年度下期分）　
　　　　　　　　　　　 ２９６万７千円
                                （Ｒ7年度３月補正計上）
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朝日町ホームページ

水谷　正秀 議員
みずたに　　まさひで

増加する高齢者の支援体制の取組について
高齢者　安心して暮らせるまち

答　体制の充実、職員のスキルアップに努めます

議
員　

高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て
。

町
長　

高
齢
者
の
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
た
め
、
朝

日
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
運
動
講
座
を
中
心
と

し
た
健
康
増
進
教
室
、
朝

日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
よ
る
運
動
講
座
や
音
楽

講
座
、
各
地
区
げ
ん
き
サ

ロ
ン
や
脳
ト
レ
運
動
、
町

に
よ
る
口
腔
体
操
、
栄
養

に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
高
齢
者
を
特
殊
詐

欺
の
被
害
か
ら
守
る
た
め

の
今
後
の
取
組
み
は
。

町
長　

特
殊
詐
欺
撃
退
装

置
購
入
費
補
助
金
制
度
の

周
知
を
一
層
図
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
特

殊
詐
欺
の
被
害
者
に
な
ら

な
い
よ
う
引
き
続
き
、
広

報
あ
さ
ひ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
自
治
区
で
の
回
覧
に

よ
る
注
意
喚
起
に
加
え
、

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

四
日
市
北
警
察
署
、
四
日

市
北
地
区
防
犯
協
会
及
び

町
内
金
融
機
関
と
連
携
を

密
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

議
員
　
終
活
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
町
で
実
施
す
る
考
え

は
。

町
長　

高
齢
化
の
進
展
や

単
身
高
齢
者
の
増
加
を
踏

ま
え
、
一
定
の
必
要
性
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

福　祉

町
長

町
長

町
長

7人の議員が質問一般質問一般質問

町の考えはいかに町の考えはいかに
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
政
運
営
全
般
に
つ
い

て
、
町
長
な
ど
の
執
行
機

関
に
対
し
て
質
問
や
報
告

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
７

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
に
提
言
や
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※

原
稿
は
質
問
し
た
議
員

が
提
出
し
、
編
集
を
広
報

特
別
委
員
会
で
行
っ
て
い

ま
す
。　

　𠮷田　悠 … P.9
◆ 子どもの特性に合わせた
　　　　適切な支援の拡充を求めて
◆保育士の確保について

　山本  順一 … P.11

◆ スポーツ行政について

　宮本  秀治 … P.11

◆ 防災について

　本田  麻由 … P.12
◆ 将来を見据えた人口減少対策について
◆子ども医療費助成における
 　　　対象年齢の引き上げについて

　水谷  正秀 … P.8

◆ 高齢者が安心して暮らせる
　　　　　　　まちの実現にむけて

　仲　義隆 … P.10

◆ 「朝日げんきクラブ」の活性化で
　　　　  高齢者に元気と生きがいを

　
井上  真理 … P.10

◆ 任期最終年における
　　　町政運営の基本姿勢について
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５歳児健診の導入を
子ども　支援の拡充

答　近隣市町の動向等を踏まえ、検討します

議
員　

み
え
発
達
障
が
い

支
援
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
認
定
者
数
は
。

町
長　

令
和
７
年
度
現
在
、

保
育
士
１
名
が
子
育
て
健

康
課
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、

令
和
８
年
度
か
ら
は
合
計

２
名
と
な
る
予
定
で
す
。

　
議
員　

子
ど
も
の
特
性
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
早

期
発
見
を
し
て
い
ま
す
か
。

町
長　

３
歳
６
か
月
児
健

康
診
査
な
ど
、
定
期
的
な

健
康
診
査
の
実
施
や
、
毎

月
１
回
実
施
し
て
い
る
専

門
職
員
に
よ
る
育
児
相
談

な
ど
を
通
じ
て
、
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員　

早
期
発
見
を
し
て

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

子
育
て
健
康
課
所

管
の
発
達
支
援
事
業
に
お

い
て
、
み
え
発
達
障
が
い

支
援
シ
ス
テ
ム
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
対
象
児
の
観

察
や
保
護
者
相
談
を
行
い
、

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
支
援
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

子育て

保育士へ奨励金等交付の検討を
保育士の確保

答　本来の保育業務に専念できる環境づくりを優先します

議
員　

令
和
８
年
度
の
保

育
士
の
応
募
状
況
は
。

町
長　

保
育
士
採
用
試
験

を
３
回
実
施
し
、
合
計
で

６
名
の
応
募
が
あ
り
、
令

和
８
年
４
月
１
日
採
用
者

は
２
名
と
な
り
ま
す
。　

議
員　

保
育
士
の
確
保
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
か
。

町
長　

保
育
士
不
足
は
全

国
的
な
課
題
で
あ
り
、
当

町
に
お
い
て
も
重
要
な
行

政
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
は
応
募
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
最
優
先
に
見

直
し
を
行
い
、
選
考
方
法

に
つ
い
て
も
、
教
養
試
験

を
廃
止
し
、
実
技
試
験
・

面
接
試
験
・
小
論
文
試
験

を
中
心
と
し
た
人
物
重
視

の
選
考
へ
転
換
し
て
い
ま

す
。

議
員　

保
育
士
へ
奨
励
金

等
交
付
す
る
対
策
を
検
討

し
ま
せ
ん
か
。

町
長　

特
定
の
職
種
に
対

し
別
途
奨
励
金
制
度
を
設

け
る
こ
と
は
、
給
与
制
度

全
体
の
整
合
性
、
他
職
種

と
の
公
平
性
や
将
来
的
な

財
政
負
担
の
固
定
化
と
い

っ
た
観
点
か
ら
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
現
時

点
に
お
い
て
導
入
を
予
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

福　祉

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

𠮷田　悠 議員
よし だ　　  ゆう

▲園児と遊ぶ保育士

9
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仲　義隆 議員
なか　　よしたか

▲老人クラブ芸能大会

▲昭和39年に建てられた現朝日町役場

楽しく生きがいをもって暮らしていくためには
「朝日げんきクラブ」の活性化

答　社会福祉協議会と連携しながら必要に応じた
　　支援をします

議
員
　
「
朝
日
げ
ん
き
ク

ラ
ブ
」
の
過
去
10
年
間
の

会
員
数
並
び
に
60
歳
以
上

を
ベ
ー
ス
と
し
た
組
織
率

の
推
移
は
。

町
長　

会
員
数
は
平
成
28

年
度
は
６
７
１
人
で
令
和

７
年
度
は
２
６
３
人
と
４

０
８
人
の
減
少
で
す
。
組

織
率
は
平
成
28
年
度
が

27
・
９
％
で
令
和
７
年
度

は
10
・
７
％
と
17
・
２
％

の
減
少
で
す
。

議
員
　
よ
り
活
性
化
に
向

け
た
課
題
は
。

町
長　

社
会
福
祉
協
議
会

の
担
当
者
に
よ
る
と
、
特

に
は
「
会
員
数
減
少
と
高

齢
化
の
進
行
」「
役
員
の
担

い
手
不
足
」「
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
不
足
」「
活
動
内

容
の
周
知
不
足
」
と
い
っ

た
こ
と
で
し
た
。

議
員
　
課
題
の
解
消
に
向

け
た
取
組
や
施
策
は
。

町
長　

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
加
え
て
新
た
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
検
討
、
世
代
間

交
流
の
充
実
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
事
務
処
理
研
修
会
へ

の
参
加
、
ス
マ
ホ
教
室
の

開
催
や
ア
プ
リ
を
活
用
し

た
会
員
間
で
の
写
真
の
共

有
化
等
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

福　祉

これまでの総括と課題認識を
任期最終年　町政運営の基本姿勢

答　着実に進めているという認識です

議
員
　
現
時
点
で
町
政
運

営
上
最
も
重
要
と
考
え
て

い
る
課
題
は
。

町
長　

令
和
６
年
度
か
ら

令
和
10
年
度
ま
で
の
５
か

年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
」
を
確
実
に
実
行
、
持

続
可
能
な
行
政
運
営
を
推

進
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
庁
舎
整
備
や
将
来

世
代
へ
の
負
担
に
関
わ
る

施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

庁
舎
整
備
に
つ
い

て
は
「
基
本
計
画
」
か
ら

「
基
本
設
計
」
ス
テ
ー
ジ

に
進
む
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、
人
件
費
だ
け
で
な
く

諸
資
材
費
の
高
騰
に
よ
る

所
要
予
算
の
大
幅
変
動
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら

に
「
財
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
勘
案
し
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
の
取
り
組
み
は

「
一
旦
休
止
」
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
員
　
本
町
の
将
来
像
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る

か
。

町
長　

「
み
ん
な
で
創
る

　

あ
か
る
い
未
来　

さ
さ

え
合
い　

ひ
と
み
輝
く　

朝
日
町
」
と
掲
げ
、
町
民
、

地
域
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

その他

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

井上　真理 議員
いのうえ　　 ま　り
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宮本　秀治 議員
みやもと　  しゅうじ

現在、新たに行なっている対策は
防　災

答　トイレ対策の必要性を認識し、令和８年度から
　　計画的に購入することを検討しています

議
員　

能
登
半
島
地
震
に

よ
り
、
朝
日
町
の
対
策
と

し
て
、
新
た
に
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
。

町
長　

ト
イ
レ
対
策
の
必

要
性
を
認
識
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
計
画
的
に
追
加

購
入
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

議
員　

あ
さ
ひ
園
で
は
未

満
児
の
災
害
時
の
避
難
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

朝
日
町
教
育
文
化

施
設
へ
の
高
台
避
難
を
計

画
し
て
お
り
、
合
計
28
台

の
お
で
か
け
車
を
準
備
し
、

災
害
時
に
は
避
難
車
と
し

て
使
用
し
ま
す
。

防　災

生涯スポーツを推進する上での課題は
スポーツ行政

答　新たな参加者の掘り起こし、指導者や運営を担う
　　人材の確保・育成が課題です

議
員　

運
動
嫌
い
・
ス
ポ

ー
ツ
離
れ
を
防
ぐ
た
め
の
、

あ
さ
ひ
園
で
の
取
り
組
み

は
。

教
育
長　

幼
児
期
は
脳
が

著
し
く
発
達
す
る
時
期
で

多
様
な
動
き
を
通
し
て
認

知
及
び
非
認
知
機
能
の
土

台
を
作
り
、
そ
の
後
の
学

習
能
力
の
基
礎
を
育
む
時

期
で
あ
り
、
心
身
の
基
盤

を
形
成
し
、「
人
間
力
」
の

土
台
を
作
る
大
切
な
時
期

で
す
。
園
で
は
子
ど
も
た

ち
が
「
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
す
経
験
」
を
積
み

重
ね
ら
れ
る
よ
う
、
日
常

的
な
運
動
遊
び
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

議
員　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

現
場
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

か
。

教
育
長　

関
係
団
体
と
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

議
員　

部
活
動
の
地
域
展

開
を
見
据
え
た
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
は
。

教
育
長　

拙
速
に
制
度
移

行
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最

も
望
ま
し
い
形
は
何
か
を

十
分
に
検
討
し
、
関
係
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
よ

り
良
い
環
境
を
構
築
し
た

上
で
地
域
展
開
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

教　育

町
長

町
長

議
員　

公
共
施
設
の
太
陽

光
発
電
や
非
常
用
発
電
機

は
ど
れ
く
ら
い
の
供
給
量

が
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

31
ｋ
Ｖ
Ａ
（
キ
ロ

ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
）
の
施

設
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
灯
に
変

更
し
た
朝
日
町
体
育
館
を

例
に
、
計
算
上
約
３
日
の

稼
働
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

議
員　

上
水
道
が
断
水
し

た
場
合
の
水
の
供
給
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

町
長　

日
本
水
道
協
会
中

部
地
方
支
部
あ
る
い
は
、

被
害
が
及
ば
な
か
っ
た
他

地
方
支
部
に
よ
る
「
応
援

給
水
活
動
」
い
わ
ゆ
る
給

水
車
の
派
遣
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

山本　順一 議員
やまもと　  じゅんいち

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

▲追加購入する予定の
　簡易トイレ

▲中学校部活動の様子
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子ども医療費助成　対象年齢引き上げ子育て

子育てしやすい町としての独自施策は
人口減少対策

答　待機児童ゼロの実施と、乳幼児期から18歳まで
　　切れ目のない支援です

議
員
　
朝
日
町
が
今
後
も

「
選
ば
れ
る
町
」
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
独
自
施
策
が
必
要
と

考
え
ま
す
か
。

町
長　

保
育
所
や
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
待
機
児
童

ゼ
ロ
を
実
施
し
、
子
ど
も

の
発
達
支
援
事
業
に
て
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
に
対

す
る
連
携
を
強
化
し
乳
幼

児
期
か
ら
18
歳
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

議
員
　
朝
日
町
の
人
口
減

少
対
策
の
必
要
性
と
喫
緊

の
課
題
は
。

町
長　

人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
は
、
本

町
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
後

期
基
本
計
画
で
は
、
全
世

代
型
の
子
育
て
・
高
齢
者

支
援
の
推
進
、
安
全
で
快

適
な
住
環
境
の
確
保
、
次

代
を
担
う
人
づ
く
り
、
持

続
可
能
な
産
業
振
興
な
ど

が
重
要
課
題
で
す
。

議
員
　
「
人
口
還
流
」
の

流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
見
解
は
。

町
長　

人
口
還
流
の
流
れ

は
、
人
口
構
造
の
安
定
や

地
域
活
力
の
維
持
の
た
め

重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

若
年
世
帯
の
定
住
促
進
に

向
け
、
住
環
境
や
就
業
環

境
の
整
備
な
ど
を
総
合
的

に
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

その他

現状及び潮流の認識は

答　財政状況を踏まえ、18歳年度末までの
　　拡充の検討が必要と認識しています

議
員
　
県
内
21
市
町
が
助

成
対
象
を
18
歳
年
度
末
ま

で
拡
充
し
て
い
る
中
、
朝

日
町
の
現
状
及
び
潮
流
の

認
識
は
。

町
長　

当
町
は
対
象
年
齢

を
15
歳
年
度
末
と
し
所
得

制
限
は
設
け
て
お
ら
ず
、

令
和
７
年
９
月
か
ら
現
物

給
付
を
15
歳
年
度
末
ま
で

拡
充
し
ま
し
た
。
今
後
は

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
18

歳
年
度
末
ま
で
拡
充
の
検

討
が
必
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

議
員
　
近
隣
自
治
体
と
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。

町
長　

各
自
治
体
の
子
育

て
支
援
を
取
り
巻
く
環
境

や
、
ニ
ー
ズ
及
び
課
題
、

財
政
状
況
も
踏
ま
え
た
施

策
が
自
治
体
の
判
断
に
よ

り
異
な
る
こ
と
は
あ
り
う

る
と
考
え
ま
す
。
是
正
に

は
、
国
が
一
律
の
制
度
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と

も
考
え
ま
す
。

議
員
　
社
会
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る
の
か
、
見
解

は
。

町
長　

医
療
費
助
成
に
よ

る
経
済
的
支
援
ニ
ー
ズ
が

あ
る
一
方
、
子
育
て
世
代

の
保
育
ニ
ー
ズ
も
強
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
図
る
こ
と
を

緊
急
課
題
と
し
、
令
和
８

年
度
当
初
予
算
に
て
保
育

施
設
の
拡
充
を
優
先
的
に

計
上
し
ま
し
た
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

本田　麻由 議員
ほん だ　　   ま　ゆ

▲選ばれる町朝日町を目指して
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　２月13日、朝日町保健福祉センターのホールに
おいて三重郡議会議員研修会が開催されました。
　三重郡（川越町、菰野町、朝日町）の議会議員
全員を対象に毎年開催されており、今回は一般社
団法人　地方公共団体政策支援機構　上席研究員
渡辺太樹氏を迎え、「議会におけるデジタル活用
を通じた政策立案・政策議論とは～データに基づ
く町の現状と課題について～」との内容で研修を
行いました。

議員研修レポート議員研修レポート
三重郡議会議員研修会三重郡議会議員研修会

（令和８年1月22日開催）

3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果3 月定例会  審議結果

臨時会 審議結果臨時会  審議結果臨時会  審議結果臨時会  審議結果

議案番号 議　　　案　　　名 結果
議案第２号 専決した令和７年度朝日町一般会計補正予算（第５号）の承認について 承認
議案第３号 朝日町人権擁護委員の推薦について    　人権擁護委員に水谷智子氏 同意
議案第４号 朝日町の町長等、議員及び職員のハラスメントの防止等に関する条例案➡ 関連記事P.2 可決
議案第５号 朝日町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例案 可決
議案第６号 職員等の旅費制度の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例案 可決
議案第７号 朝日町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案第８号 朝日町保育所等の利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案第９号 朝日町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 可決
議案第10号 朝日町墓地公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例案➡ 関連記事P.2 可決
議案第11号 朝日町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 可決
議案第12号 令和７年度朝日町一般会計補正予算（第６号） 可決
議案第13号 令和７年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決
議案第14号 令和７年度朝日町介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決
議案第15号 令和７年度朝日町墓地公園特別会計補正予算（第１号） 可決
議案第16号 令和７年度朝日町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決
議案第17号 令和７年度朝日町水道事業会計補正予算（第４号） 可決
議案第18号 令和７年度朝日町下水道事業会計補正予算（第４号） 可決
議案第19号 令和８年度朝日町一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　➡ 関連記事P.2 可決
議案第20号 令和８年度朝日町国民健康保険特別会計予算 可決
議案第21号 令和８年度朝日町介護保険特別会計予算 可決
議案第22号 令和８年度朝日町墓地公園特別会計予算 可決
議案第23号 令和８年度朝日町後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第24号 令和８年度朝日町水道事業会計予算 可決
議案第25号 令和８年度朝日町下水道事業会計予算 可決

議案番号 議　　　案　　　名 結果
議案第１号 令和７年度朝日町一般会計補正予算（第４号） 可決
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令和8年  第2回（6月）定例会の予定　9時開会
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本会議

本会議

委員長報告・質　疑
討　論・採　決

行政報告・一般質問
提案説明・質　疑 総務建設常任委員会

民生教育常任委員会

　４月８日、春のやわらかな陽ざしに包まれる中、
小学校の入学式が行われました。　
　はじめて入る教室の前で、先生にやさしく声を
かけられる新１年生。少しどきどきしながらも、
一生けんめいに答えようとする姿がとても印象的
でした。
　これから始まる学校生活が、笑顔あふれる毎日
になりますように。

　
　

さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
町
で

は
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
本
格
的

に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
３
月
定
例
会
で

の
当
初
予
算
審
議
や
一
般
質
問

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
を
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま

す
。議
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、

町
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ご
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ

り
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い

誌
面
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
身

近
な
議
会
で
あ
り
続
け
る
た

め
、「
議
会
だ
よ
り
」を
通
じ
て
、

今
後
も
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

本
田
麻
由
（
記
）

【
朝
日
町
議
会
だ
よ
り
】　　
　

発　

行
／
三
重
県
三
重
郡
朝
日
町
議
会　

 

編　

集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会
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Ａ
Ｘ
／
０
５
９
・
３
７
７
・
２
２
１
２

編
集
後
記

のご紹介

表紙の写真より

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

Facebook

議会広報特別委員会

委 員 長　本田麻由
副委員長　𠮷田　悠
委　　員　北村　登
委　　員　宮本秀治
委　　員　清　将人

発行責任者　清　将人
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	議会だより202 　P09
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